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校 訓 地域に貢献できる人材の育成を目指して
校 長 伊東 光司

「質実剛健」 (まじめに強く健やかに) 本校は、創立以来１１８年に渡り、歴史と伝統を積み上げてきました。ま

「明朗闊達」 (明るく元気でおおらかに) た、東日本大震災と原発事故から１０年という節目を迎え、今後、更に復

「不屈敢行」 (くじけず勇気をもってやりぬく) 興を進めていく上での地域の課題や問題点を見つめ、地域社会や経済
及び産業を支えていくには自分自身がどのように取り組めるか、自らの頭
で考え、行動に移せる生徒を育成することを目指し、福島イノベーション・

教 育 目 標 コースト構想対象校として、スマート農業や農業関連産業に関する新しい
知識や技術を学ぶ他、多くの体験的な活動や地域の外部団体との連携

１ 個性の伸長と創造的能力の開発に努め、心豊かで健全な人間を育てる。 事業を積極的に取り入れ、社会性や協調性、そして積極性を身に付けさ
２ 規律と責任を重んじ実践を尊ぶ社会人を育てる。 せたいと考えております。
３ 職業に関する基礎的基本的な知識と技術を身に付け、主体的に行動し 今後とも、地域に貢献できる人材の育成を本校の使命と捉え、本校で
社会に寄与できる人材を育てる。 の学びが生徒自身の成長を促せるよう、職員一丸となり日々努力していく

４ 社会の変化や産業の動向に適切に対応できる人材を育てる。 所存ですので、引き続きご支援とご協力をお願い申し上げます。

農業教育をとおした心身ともに健全な人材の育成

１ 確かな学力の向上 ２ 豊かな人間性の育成 ３ キャリア教育の推進 ４ 地域から信頼される学校づくりの推進

◎ 基礎学力の定着 ◎ 基本的生活習慣の確立 ◎ 進路意識の啓発 ◎ 開かれた学校づくり
① 朝の基礎学力の時間・課題テス ① 家庭との連携を深め、欠席・遅 ① 進路講話やガイダンス、学校や ① 先端技術を取り入れ、地域との
トの指導・充実に努めます。 刻・早退を減少させます。 会社の見学会を充実させ、進路 連携を積極的に行う農業高校づ

② 学習習慣の確立に努めます。 ② 規範意識の高揚を図ります。 意識の高揚を図ります。 くりを推進します。
③ 資格取得の指導に積極的に取 ③ スクールカウンセラーとの連携 ② 進路適性を理解させ、望ましい ② 農場での販売活動や、相農ショ
り組み、学習への意欲を喚起しま や情報交換会をとおして、生徒 職業観・勤労観を育成します。 ップの充実を図ります。
す。 理解に努めます。 ③ インターンシップ等を充実させ ③ ホームページや相農ニュースの

◎ 授業の充実 職業人としての意識を醸成しま 充実に努めます。

① 生徒に興味・関心を持たせる質 ◎ 活力ある学校生活 す。

の高い授業の展開に努めるととも ① 多様な経験・体験をとおして、生 ◎ 教育環境の整備・充実
に生徒の思考力や判断力及び表 徒に「自信と誇り」を持たせます。 ◎ 進路決定率の向上 ① 美化活動に取り組む態度の育
現力を向上させられるような授業 ② 部活動や農業クラブ活動の活性 ① 第一希望の進路の実現１００％ 成に努めます。
の工夫を心掛けます。 化とボランティア活動の推進を図 をめざします。 ② 清掃指導は全教職員であたり、

② 研究授業や校内研修会により教 ります。 ② 「ふくしま創生人財育成」の、 愛校心の育成に努めます。
師の指導力の向上を図ります。 ③ 伝統芸能継承活動を、積極的 推進を図ります。 ③ 学習の場の安全確保と改善に

③ 教科研究会や研修報告会を充 に推進します。 ③ 就職促進支援員や、ハローワー 努めます。
実させ 、情報の共有化を図りま ク・行政機関等との連携を強化し ④ 学校医等との連携のもと感染症
す。 ます。 対策の徹底に努めます。


